
令和6年7月25日

鳥取県知事定例記者会見



香港のグレーターベイ航空が定期便化に向けて調整開始！

【チャーター便の概要】
○ 就航日：8月17日(土)、8月22日(木) 2往復 ○ 区間：香港国際空港～米子鬼太郎空港
○ 就航時間：香港発11:35⇒米子着16:20 米子発17:20⇒香港着20:25 ○ 催行旅行会社：EGLツアーズ

7月23日に平井知事が香港のグレーターベイ航空 伊藤弘輝（いとう ひろき）日本支社長と面談（東京都内）
【相手方】伊藤日本支社長、鈴木日本地区マーケティングセールスマネージャー、Albert Chan（アルバート・チャン）本社Senior Manager Sales

（平井知事）チャーター便就航（8/17・22）に対するお礼とチャーター成功に向けて全力を尽くすことを約束するとともに
今後の更なるチャーター便や定期便就航に向けて検討していただきたいと強く要請

(伊藤支社長）更なるチャーター便のみならず、米子香港便について、冬ダイヤ以降の定期便化について検討したい
⇒ 定期便化に向けて就航時期や利用促進に向けた調整を開始（CIQ・グランドハンドリング等の

 受け入れ可能な体制に向けて要請活動）
⇒ 7月25日 情報連絡会議で体制づくりへ

B737-800（188人乗り）

国際定期貨客船運航スタート！
8/3(土)9:00入港  4(日)19:00出港

週１便運航、（毎週土曜日９:00境港入港、日曜日19:00境港出港）

・訪韓団派遣

8/3(土)

・歓迎式典、日韓の関係機関による航路の利用促進に向けた意見交換会
＜主な出席者＞
韓国側：江原特別自治道金明善(ｷﾑ･ﾐｮﾝｿﾝ)副知事、トゥウォン商船(株)李錫基(ｲ･ｿｯｷ)代表取締役ほか

日本側：中海・宍道湖・大山圏域市長会、環日本海経済活動促進協議会、島根県、地元経済・観光・交通・交流団体など

イースタンドリーム号航路利用促進・若者交流・貨物誘致を図る
8/4(日)



１ 能登半島地震等を踏まえた記載の充実
避難計画は複合災害に対応、家屋倒壊や避難経路の通行止めなど

が発生したことから確認
・避難経路が被災した場合、陸路以外での避難も
・屋内退避が長期となる場合、避難への切替え検討
・放射線防護対策施設が被災した場合、設備の復旧と並行し避難準備
・複合災害時に住民がとるべき基本的な対応について普及啓発

２ 原子力防災訓練の教訓や県の取組み等の反映
・原子力防災支援基地（江府基地）運用開始
 （避難の後方支援体制の充実）

３ 国の防災基本計画、原子力災害対策指針の改正を踏まえ
 た修正等
・防護措置の判断基準にバックアップ施設となる特定重大事故等対処施
設を追加
テロ対策の特定重大事故等対処施設をシビアアクシデント対策にも使う

１ 能登半島地震等を踏まえて取組を強化
（１）初動対処体制を強化する

・デジタルを活用（総合防災情報システム、ドローン）
・実動組織との連携、孤立集落対策 等

（２）災害関連死を防止する（避難所環境の整備、福祉的支援の充実・強化）
・災害時における保健医療福祉の統合
・避難所の生活・保健衛生環境の整備 等

（３）建築物の耐震化、複合的な災害へ備える
・耐震ケースマネジメント等による住宅耐震化の促進
・津波監視体制の強化、通電による火災対策 等

※アクションプランの中間点検
減災目標：死者数を80%以上、直接被害額を40%以上減少させる。
中間点検での目標達成率：約８割の項目で70%以上。

２ 令和５年台風第７号等を踏まえて取組を強化
（暫定運用中）
・ダムの緊急放流時の適切な避難
・冠水対策の啓発・注意喚起 等

地域防災計画、地震津波防災減災アクションプラン改定へ

○鳥取県地域防災計画（原子力災害対策編）

○鳥取県広域住民避難計画（島根原子力発電所事故対応）

○鳥取県地域防災計画（原子力災害対策編を除く）

○鳥取県地震津波防災減災アクションプラン

能登半島地震、令和５年８月の台風第７号等の教訓を踏まえた修正案を作成
７月２５日～８月７日 パブリックコメント  秋までに鳥取県防災会議で審議
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新型コロナ第11波 全県で感染注意情報を発令

県民の皆様へ ～新型コロナウイルスが感染拡大中～

○ 基本的な感染防止対策（手指消毒、
  換気の徹底、場面に合わせたマスク着用等）

の励行をお願いします

※換気やマスクの着用は熱中症予防と両立を

○ 発熱、咽頭痛等の症状がある場合は、事前に
かかりつけ医に連絡の上、早めに受診し医師
の指示に従い、治療しましょう

○ 高齢者や基礎疾患のある方などは、
 換気の悪い場所や混雑した場所、
 近接した会話を避けることも有効
 です

○ 医療機関や高齢者施設等での集団感染事例も
 増加しています 面会時には、施設のルールに
 従うとともに、体調管理を徹底していただき、
 体調不調時には延期等も検討しましょう

（患者数） 県内東・中・西部全てで急上昇 定点当たり10人超
・今後の感染拡大に警戒

 ・全国では、特に九州、沖縄で感染急拡大中
28週（7/8～14） 全国11.18人
※鹿児島31.75人 佐賀29.46人 宮﨑29.34人 沖縄28.57人

・7月は集団感染事例も増加 ※（ ）は患者数

５月：13件（160人） ６月：14件（169人） ７月：35件（320人）（7/23現在）

[７月の集団感染事例内訳]
高齢者施設等：15件（171人） 医療機関：6件（101人）  学校等（臨時休業等）：14件（48人）

（変異株）・引き続きオミクロン株が流行中
県内では7月に完全にKP.3系統（JN.１亜系統）へ置き換わり ※KP.3の増加は全国的な傾向

（入院患者数）・定点医療機関における新規入院患者数は増加 （7/15～21の新規入院患者数：68人（うち60歳以上：51名））

※院内感染事例等の影響もあるが高い水準で推移 （ICU入室等の患者数：3人（7/15～21））

【29週（7/15～21） 定点当たり患者数】

東部 中部 西部

今週
[29週]

15.92人
注意ﾚﾍﾞﾙ

14.33人
注意ﾚﾍﾞﾙ

14.82人
注意ﾚﾍﾞﾙ

全県 15.17人

前週比
[28週]

2.17倍
(7.33人)

1.79倍
(8.00人)

1.72倍
(8.64人)

全県 1.90倍 (7.97人)

※流行情報 注意レベル 定点当たり１０人/週
 警戒レベル 定点当たり２０人/週

新型インフルエンザ等対策推進会議（第14回）（7月下旬）

○ 新型インフルエンザ等対策政府行動計画が改定（７/２閣議決定）

○ 今後は、政府行動計画のガイドライン案に関する議論が進む
新型コロナ対策の経験を活かすため、全国知事会を代表して、地方の
現場の意見を提言していく
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第28回日本渡航医学会学術集会（7/27～28）

○ 海外渡航者の健康問題を扱う渡航医学に関する学術集会開催
（米子ビッグシップ、大会事務局：鳥取大学医学部臨床感染症学講座 会長：千酌浩樹教授）

○ 感染症対策等の専門家が、最新の知見に基づく研究発表等を展開
（輸入感染症診療、トラベラーズワクチン、検疫業務等）

7月 8月

疫学週

警戒レベル
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➢ 当該期日前投票所にて 128名が投票

➢ マニュアルを整備の上、10月の南部町長・町議選挙をはじめ他の
選挙でもオンライン投票立会を実施していく

オンライン投票立会 今後の展開

⚫ 7/19 江府町長選挙 期日前投票での実施結果

オンライン
投票立会人

画面越しでも投票所の雰囲気を感じることができた。離れているか
ら疎外感じるとか不安は特になく、普及していけば良い。

投票した人
カメラ越しに見られていることも気にならず、いつもどおり投票で
きた。高齢化で、投票立会人を務めることは大変。進めていったら
良い。

専門家
非常に大きな第一歩。さまざまな問題にも応用できる。若者や障が
い者などより多くの有権者に政治参加してもらうことが可能
（東北大学大学院 河村准教授）

（関係者コメント）

➢ 江府町長選挙のオンライン投票立会の経験、関係者意見等

を参考に、実施方法等を改良して マニュアルを整備

➢ より多くの方がオンライン投票立会を務めることが
 できるよう工夫・改善

➢ マニュアル等を通じて県外へもノウハウを提供し、

 全国への広がりを目指す

⚫オンライン投票立会マニュアルの整備

⚫ マニュアルを検討（８月中）

➢ 危機管理体制を強化
✓ 当日は、事前リハ時と同じ環境で実施

（PC、機器、ネットワーク）

✓ ソフトのアップデートを事前に完了

✓ セキュリティ対策の徹底

✓ トラブル対応責任者を事前に決定

✓ 使用する機器・回線の予備を準備

✓ 当日は、使用PCの給電状況を監視

✓ 学生や障がい者等、選管の一定の関与下で行う手法

✓ その他、業務手順、業務上の留意点、レイアウト 等

※有識者による検討会実施

オンライン投票立会の様子 期日前投票所



国民スポーツ大会

施設・大会運営要員(人数や資格)等の要
件緩和、都道府県対抗のあり方、さらにこれ
らについて２巡目への適用前倒し

全国知事会議in福井

人口減少問題

社会減・自然減・持続可能な地域づくり
に対して行動を起こす

合区問題

R7年に迫った参院選までに憲法改正等の
抜本的な対応による確実な合区解消へ

■７月３１日(水)～８月２日(金) フェニックス・プラザ(福井市)
＜重要な全国的課題について議論＞

首都圏で鳥取県ゆかりの若者が集う「U３５交流会 in 東京」を初開催

首都圏在住の３５歳以下の社会人・学生 が参加
（IT、コンサル、メディア、インフラ、官公庁 等）

7月25日（木）19時-２１時 （とっとり・おかやま新橋館 ２F）

異業種交流、首都圏の鳥取県コミュニティの紹介

Uターンのきっかけづくりや県施策の周知に繋がる”若者ネットワーク”醸成を目指す

首都圏の社会人参加者・大学生
が企画・運営

高速道路のミッシングリンクを解消し日本の再生を実現する１０県知事会議の要望活動
７月２３日(火)～２４日(水) ＜構成県：山形、福井、和歌山、鳥取、島根、山口、徳島、愛媛、高知、宮崎＞

■主な要望内容
 ●未事業化区間の早期事業化
 ●ミッシングリンクの解消に必要な予算・
財源の確保

 ●暫定２車線区間の早期４車線化

■要望先

赤澤財務副大臣、吉岡国土交通事務次官
  梶山自由民主党幹事長代行

■要望結果

ミッシングリンクの解消と財源の
確保について、今後の予算編成
で十分配慮していくと回答



【設置場所】鳥取市雲山５６２番地 【開所式】8月9日（金） 午後０時30分～

◆西部に加えて新たに東部の拠点を設置。

◆盲ろう者や支援者が自由に出入りでき、必要な支援を受け、情報が得られる環境を整備。

➢ 盲ろう者の居場所づくり（交流会の開催など、当事者同士の交流拠点）

➢ 盲ろう者や家族が気軽に相談できる環境整備（相談員による相談支援）

➢ 盲ろう者の社会参加促進（手話や点字の勉強、編み物、料理など希望に合わせて生活・コミュニケーション訓練）

盲ろう者支援センターの機能

鳥取県盲ろう者支援東部センターオープン

子どもミーティングの開催

様々な年代の子どもが集い、学校や社会について考える「子どもミーティング」を８月から県内３地区で開催！

（「子どもの意見表明」、「社会的活動への参加」）

まとめたアイデアは、「こどもまんなかアクション」リレーシンポジウム（12月予定）で発表 ⇒ 県施策等に反映

対象 小学校４年生～６年生、
中学生及び高校生

（ファシリテーター、サポーター(大学生)を配置）

８／３(土),４(日),10(土) みんなの実家東部地区

西部地区

中部地区

８/11(日),９/１(日),29(日)
te to te(テトテ) ～つなぐん家～

９～10月(調整中) 倉吉市福吉児童センター



■県立鳥取砂丘こどもの国

アイエム電子鳥取砂丘こどもの国

ネーミングライツパートナーの概要

アイエム電子株式会社（鳥取市）

車載電装部品を中心とした電子機器

製造受託サービス(EMS)を実施

愛称使用期間

こどもの国 多目的ホール

とっとりふるさと大使

「サンド」と「アローラサンド」もお祝いに来てくれます。
ぜひ皆さんも遊びに来てください！！

ネーミングライツ
愛称看板除幕式を開催！

令和6年7月30日(火)

５年間(R6.4～R11.3)

会議の概要

東部地域の公共交通の現状や課題等を共
有し、今後の公共交通とまちづくりの課
題解決方策について議論

７月３０日（火）鳥取県庁

▼重点的な取組宣言（案）

▼日時等

東部地域交通まちづくり活性化会議

⚫ 大阪・関西万博を機に、関西圏から
「WESTER」など便利なツールを活用した「とっと
リアルパビリオン」への鉄道誘客促進

⚫ 因美線、智頭線等の県境を越えた観光列車の
運行やツアー造成

⚫ 路線バスへのICOCA導入と、タクシーにおける配
車アプリGOの導入によるキャッシュレス化の推進

⚫ 住民・市町村・交通事業者等が協力して、ねん
りんピックにおける日本版ライドシェアや公共ライド
シェアを含むおもてなし交通の実施

鳥取県東部地域のまちづくりと連動した公共交通を
活性化するため、次のことについて重点的に取り組む
ことを宣言する

とっとりスイーツフェスタ
開催！

県産フルーツの魅力を発信
し、誘客を図るため、梨やぶ
どう等を使ったスイーツ取
扱店舗を一堂に集めたイベ
ントを県内３箇所で開催

【東部】８月４日（日）   丸由百貨店
【中部】８月３１日 （土）  エースパック未来中心
【西部】９月７日（土）     米子しんまち天満屋

夏の星空を楽しもう！
○さじアストロパーク（今年開館30周年）
星まつり（7/27）、JAXA津田雄一氏の特別
講演（8/18）、プラネタリウム特別番組、
夜間観望会 など

○米子市児童文化センター
七夕の夕べ(8/3)、天体観測会(8/10) など

○八頭町、倉吉博物館、江府町、日野町、
日南町等、県内各地で星空観察会開催

○鳥取砂丘、三朝温泉、米子城で星空鑑賞
を取り入れたナイトツアー開催

※夏の天体ショー：ペルセウス座流星群
8/11～13（21時頃～）8/13夜明け前が最大



 CATCH the STAR ミュージックフェス
                               出演者募集

★県内中高生等の音楽活動の発表の場

「CATCH the STAR

ミュージックフェス

（通称：星フェス）」
を初開催します！

★明日（7/26（金））から出演者募集

【募集期間：7/26（金）～9/17（火）】

★星フェス概要★

★ ①ボーカル部門（カラオケ、アカペラ等）

   ②演奏・バンド部門（インスト、バンド、弾き語り等）

★ 令和6年11月10日（日）・とりぎん文化会館小ホール

★ パフォーマンスをスマホ等で動画撮影し申込フォームから応募

★ ベストパフォーマンス賞、会場投票によるオーディエンス賞など

パラリンピック 8月28日～9月 8日(12日間)

  がんばれ！本県ゆかりのアスリート

オリンピック    7月26日～8月11日(17日間)

明日パリ五輪開幕

7/25～
県庁及び

西部総合事務所に
応援幕掲揚

7月28日～8月2日

 ローイング

古田 
直輝 

（南部町出身）
7/28 パブリックビューイング(キナルなんぶ)

8月7日～9日

      飛込

  三上 
       紗也可

  （米子市出身）
8/7 パブリックビューイング

(米子コンベンションセンター)

8月30日～9月1日

パラローイング

森 卓也

（米子市在住）

    9月4日

 パラ陸上やり投げ

 高橋 
 峻也

  （米子市出身）

夏の鳥取砂丘を安全に過ごす月間（7月26日から8月31日まで）

◆熱中症に気を付けよう！ ◆砂丘の海岸で泳がない！
・ドローン巡視の強化（エリアの拡大、毎日７回に増、スピーカーによる呼びかけ（日本語・英語））

・熱中症予防飲料の対面販売（自然公園財団、鳥取砂丘VC、県） ・“熱中症の予防啓発”・“遊泳禁止”の看板を増設
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